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明けましておめでとうございます 春に備えて…

新年明けましておめでとうございます。本年もろしくお願いいたします。

９日から３学期が始まりました。今年は午（うま）年。

午年は飛躍の年とも言われています。子どもたちにとっ

ても、飛躍の年になるよう、３学期は新しい学年へ備え

て、しっかりまとめをしていく学期にしてほしいと思い

ます。

そこで、３学期の始業式の校長の話では、午年になぞ

らえて、子どもたちにがんばってほしいことを次ように

話しました。

「う」…上の学年をめざして、

「ま」…まとめをしっかりしよう

特に６年生にとっては残り少ない小学校生活になってきました。全校児童が、

来るべき春に備えて、新たな目標を立て上をめざしてがんばってほしいと思いま

す。そして、春にはそれぞれの子どもたちが飛躍できるようにがんばってほしい

と思います。

百人一首をとおして 言葉への感性を育てる

本校では、木曜日の朝の時間（８：２０～８：３０）に各学年ごと百人一首の

音読やカルタ取りを行っています。

中学や高校では、古典の入門として生徒に『百人一

首』を紹介し、これを暗記させることがよくあります。

それは、それぞれが和歌（ 5・ 7・ 5・ 7・ 7 の 31 文字）

なので暗唱しやすく、短い和歌の中に掛詞などさまざ

まな修辞技巧が用いられ、文法の例も含まれることか

ら、古典の入門として適した教材だからです。

しかし、本校での取り組みは無理矢理暗記させるの

ではなく、百人一首を音読の教材として取り扱ってき

ました。そして、その延長として、カルタ取りのゲー

ムを行い、楽しく和歌や古典の世界に触れさせるよう

にしてきました。それでも、子どもたちはゲームに夢中になる中で、意味がよく
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わからないものや言葉遣いが難しいものがあっても、何首も覚えてしまいます。

私の子どもの頃（昭和３０年代）には、お正月の遊びで家族や親戚の人たちと

一緒に百人一首で遊んだものです。読み札だけで遊ぶ「ぼうずめくり」という遊

びもしました。幼い頃に慣れ親しんだものは忘れないものです。本校の子どもた

ちの中にもたくさんの歌を覚えている子どももいます。

学校では今月の２８日（火）に「百人一首大会」を行う予定です。全校児童がトーナ

メント戦で行いますが、どんな盛り上がりを見せるか楽しみです。

自分の身を守れ 予告なしの避難訓練を実施

１月１７日（金）＜１９年前阪神淡路大震災が発生した日＞の中休み、に子ど

もたちに「予告なしの地震を想定した避難訓練」を行いました。

緊急地震速報（ＣＤを気象台から借りてきました）を流す中で、避難行動を取

るように校内放送をしましたが、突然の放送にもかか

わらず、比較的落ち着いて行動することができました。

校庭や中庭で遊んでいた子どもたちは、庭の真ん中に

集まって低い姿勢で座っていることができました。

大きな揺れが収まるまでの１～２分間、自分の身を

守ることが大切です。そのためには、 「お、い、た」

お…落ちてこない い…移動してこない た…倒れてこ

ない 場所に頭を守る姿勢で素早く身を隠すことがで

きるかがカギになります。緊急地震速報が流れて、地

震が来るまでの数秒の間でも行動を開始できるよう

に、これからも予告なしの避難訓練を行っていきたい

と思います。

ご家庭でも、緊急地震速報が流れたときの心構えや地震が来たときの身の守り

方などを話し合っておいてください。

陰褒め（かげほめ）のすすめ

「陰褒め（かげほめ）」とは直接本人を褒めずに、それを間接的に人づてに伝える

ことで褒めることです。

直接本人を褒めてしまえば、それは二人だけの関係で終わりますが、第三者に

「あの子はすごく上手だったよ」と言うと、その情報は巡り巡っていつか本人に

「あの人があなたのことを褒めていたよ」という第三者との関係を取り込みながら

伝わります。

第三者を経由して伝わることで、それを周りの人も知っていると思うと、本人の

喜びも倍になります。思ってもみない人から褒められることは本当にうれしいもの

です。

「あの人はがんばっている」と同じ事を周りのたくさんの人に言うと、巡り巡って

本人に伝わり、たくさんの人から「あなたがんばっているんだって？」と褒められ

ます。 これが褒めて人を伸ばす、陰褒めです。




